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「
子
ど
も
子
育
て

　
　

 

新
シ
ス
テ
ム
」の

　
　
　

 

概
要
と
問
題
点

　
新
シ
ス
テ
ム
は
、す
べ
て
の
子
ど
も
の

成
育
環
境
を
保
障
し
、子
ど
も
及
び
子

育
て
家
庭
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。具
体
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
は
、子
ど
も・
子
育
て
支
援
関
連

の
制
度
・
財
源
を
一
元
化
し
て
新
し
い

仕
組
み
を
構
築
し
、質
の
高
い
学
校
教

育
・
保
育
の
一
体
的
な
提
供
、保
育
の

量
的
拡
充
、家
庭
に
お
け
る
養
育
支
援

の
充
実
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
。

　
殊
に
一
元
化
シ
ス
テ
ム（
仕
組
み
）の

構
築
に
関
し
、①
社
会
全
体
に
よ
っ
て

費
用
負
担
を
行
っ
て
い
く
こ
と
、②
制
度

　「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」関
連
法
案
と
し
て
今
国
会（
６
月
２６
日
衆
議

院
通
過
）で
論
議
さ
れ
て
い
る「
子
ど
も・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」は
、昨
年
７
月
に

厚
労
省
よ
り
発
表
さ
れ
た「
社
会
的
養
護
の
課
題
と
将
来
像
」と
相
俟
っ
て
、今
後

の
我
が
国
の
子
ど
も・子
育
て
支
援
政
策
に
大
変
革
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、「
子
ど
も・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」及
び「
社
会
的
養
護
の
課
題
と
将

来
像
」の
め
ざ
す
方
向
性
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
が
内
包
す
る
問
題

を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

ご
と
に
錯
綜
し
て
い
た
政
府
の
推
進
体

制
と
財
源
の
一
元
化
を
実
現
す
る
こ

と
、③
基
本
的
に
子
ど
も・
子
育
て
に
関

す
る
す
べ
て
の
施
策
に
つ
い
て
、基
礎
自

治
体
が
実
施
主
体
と
な
る
こ
と
、を
明

確
化
し
た
こ
と
は
、福
祉
予
算
配
分
の

不
均
衡
是
正
、縦
割
り
行
政
の
弊
害
除

去
、地
域
主
権
の
具
現
化
と
い
う
点
で

評
価
さ
れ
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、（
一
元
化
＝
一
括

し
て
）基
礎
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
財

源
が
、ど
う
使
わ
れ
る
の
か
？
ま
た

各
々
の
地
域
ニ
ー
ズ
を
充
た
す
事
業
を

誰
が
企
画
立
案
し
、ど
う
評
価
し
て
い

く
の
か
？
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
課
題
が

残
さ
れ
て
い
る
。

　
実
は
当
初
、同
シ
ス
テ
ム
策
定
の
検

討
段
階
に
お
い
て
は
、財
源
の
使
途
を

決
定
し
た
り
、事
業
を
評
価
・
検
証
す

る
た
め
「
子
ど
も
子
育
て
会
議（
※

１
）」を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

さ
れ
て
い
た
が
、同
会
議
は
、成
案
作
業

の
中
で
任
意
設
置
と
な
っ
た
。こ
の〝
必

置
〞か
ら〝
任
意
設
置
〞へ
の
格
下
げ
は
、

市
民
自
治
の
観
点
か
ら
は
大
い
に
疑
問

が
残
る
。

※
１
　「
子
ど
も
子
育
て
会
議
」＝
有
識
者
、地

方
公
共
団
体
、事
業
主
代
表
、労
働
者
代
表
、子

育
て
当
事
者
、子
育
て
支
援
当
事
者
等（
子
ど
も・

子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
に
従
事
す
る
者
）が

子
育
て
支
援
の
政
策
プ
ロ
セ
ス
等
に
参
画
・
関
与

す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
。

 

「
社
会
的
養
護
の

     

課
題
と
将
来
像
」の

　
　
　
　概
要
と
問
題
点

　
社
会
的
養
護
は
、か
つ
て
は
親
が
無
い
、

あ
る
い
は
親
に
育
て
ら
れ
な
い
子
ど
も
へ

の
施
策
で
あ
っ
た
が
、現
在
は
、虐
待
を

受
け
て
心
に
傷
を
も
つ
子
ど
も
、障
害

の
あ
る
子
ど
も
、Ｄ
Ｖ
被
害
の
母
子
へ
の

支
援
へ
と
役
割
が
変
化
し
て
き
て
お
り
、

そ
の
役
割
の
変
化
に
、制
度
・
政
策
そ
の

も
の
が
う
ま
く
適
応
で
き
て
い
な
い
と

い
う
現
実
が
あ
る
。こ
の
よ
う
な
社
会

状
況
を
背
景
と
し
て「
社
会
的
養
護
の

課
題
と
将
来
像
」は
、昨
年
７
月
、厚
労

省
よ
り
公
表
さ
れ
た
。

　
同
プ
ラ
ン
で
は
、社
会
的
養
護
を
、

「
保
護
者
の
な
い
児
童
や
保
護
者
に
監

護
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
児
童
を
、

公
的
責
任
で
社
会
的
に
養
育
し
、保
護

す
る
と
と
も
に
、養
育
に
大
き
な
困
難

を
抱
え
る
家
庭
へ
の
支
援
を
行
う
こ

と
」と
定
義
し
、そ
の
基
本
的
方
向
性

と
し
て
①
家
庭
的
養
護
の
推
進
、②
専

門
的
ケ
ア
の
充
実
、③
自
立
支
援
の
充

実
、④
家
庭
支
援
・
地
域
支
援
の
充
実

を
提
案
し
た
。

　
殊
に
、「
各
種
の
子
育
て
支
援
施
策

を
充
実
さ
せ
て
い
く
中
で
、社
会
的
養

護
の
対
象
と
な
る
子
ど
も
に
こ
そ
、特

に
支
援
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
こ
と
」

を
冒
頭
に
謳
い
、昭
和
54
年
以
来
、実

に
33
年
ぶ
り
と
な
る
職
員
配
置
基
準
の

改
善
を
提
起
し
た
点
は
、労
働
過
重
に

よ
る
職
員
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
に
苦
悩
し

て
き
た
現
場
サ
イ
ド
か
ら
は
大
い
に
評

価
で
き
る
。ま
た
自
立
支
援
専
門
相
談

員
や
里
親
支
援
専
門
相
談
員
な
ど
新

た
な
地
域
社
会
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
施
設
配
置
を
提
起

し
た
点
は
、社
会
的
養
護
関
係
施
設
が
、

長
年
に
わ
た
り
蓄
積
し
て
き
た
養
育
ノ

ウ
ハ
ウ
を
地
域
に
還
元
し
て
い
く
こ
と

で
地
域
福
祉
の
発
展
に
寄
与
し
え
る
と

い
う
点
、及
び
施
設
自
体
が
自
ら
の
公

共
性
や
社
会
資
源
性
を
自
覚
す
る
契

機
と
な
る
と
い
う
点
で
、高
く
評
価
さ

れ
よ
う
。

　
今
後
は
、内
向
的
・
閉
鎖
的
・
封
建
的

と
い
わ
れ
る
社
会
的
養
護
関
係
施
設

（
※
２
）の
地
域
化・公
共
化・民
主
化
を

ど
う
や
っ
て
進
め
て
い
く
の
か
、さ
ら
に
は

里
親
・フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
と
いっ
た
家
庭

養
護
の
中
核
と
な
る
人
材
を
、ど
う
適

切
に
確
保
し
て
い
く
の
か
、と
い
う
点
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

※
２
　
社
会
的
養
護
関
係
施
設
＝
児
童
養
護

施
設
〔
全
国
に
5
7
5
カ
所
：
入
所
児
3
0
，5
9
4

名
〕、乳
児
院〔
1
2
4
カ
所
：
2
，9
6
8
名
〕、情
緒

障
害
児
短
期
治
療
施
設
〔
33
カ
所
：
1
，1
1
1
名
〕、

児
童
自
立
支
援
施
設〔
58
カ
所
：
1
，5
4
5
名
〕、
母

子
自
立
支
援
施
設
〔
2
7
2
カ
所
：
5
，8
9
7
名
〕、

自
立
援
助
ホ
ー
ム〔
59
カ
所
：
2
8
3
名
〕を
い
う
。（
数

字
は
い
ず
れ
も
2
0
1
0
年
3
月
末
現
在
）

＝
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
と

　社
会
的
養
護
シ
ス
テ
ム
の
課
題
と
可
能
性
＝

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
政
策

は
ど
う
変
わ
る
の
か
？
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寄
与
し
え
る
と

い
う
点
、及
び
施
設
自
体
が
自
ら
の
公

共
性
や
社
会
資
源
性
を
自
覚
す
る
契

機
と
な
る
と
い
う
点
で
、高
く
評
価
さ

れ
よ
う
。

　
今
後
は
、内
向
的
・
閉
鎖
的
・
封
建
的

と
い
わ
れ
る
社
会
的
養
護
関
係
施
設

（
※
２
）の
地
域
化・公
共
化・民
主
化
を

ど
う
や
っ
て
進
め
て
い
く
の
か
、さ
ら
に
は

里
親
・フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
と
いっ
た
家
庭

養
護
の
中
核
と
な
る
人
材
を
、ど
う
適

切
に
確
保
し
て
い
く
の
か
、と
い
う
点
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

※
２
　
社
会
的
養
護
関
係
施
設
＝
児
童
養
護

施
設
〔
全
国
に
5
7
5
カ
所
：
入
所
児
3
0
，5
9
4

名
〕、乳
児
院〔
1
2
4
カ
所
：
2
，9
6
8
名
〕、情
緒

障
害
児
短
期
治
療
施
設
〔
33
カ
所
：
1
，1
1
1
名
〕、

児
童
自
立
支
援
施
設〔
58
カ
所
：
1
，5
4
5
名
〕、
母

子
自
立
支
援
施
設
〔
2
7
2
カ
所
：
5
，8
9
7
名
〕、

自
立
援
助
ホ
ー
ム〔
59
カ
所
：
2
8
3
名
〕を
い
う
。（
数

字
は
い
ず
れ
も
2
0
1
0
年
3
月
末
現
在
）

＝
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
と

　社
会
的
養
護
シ
ス
テ
ム
の
課
題
と
可
能
性
＝

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
政
策

は
ど
う
変
わ
る
の
か
？


